


　本市は、昭和46(1971)年の最初の基本構想・長期計画から、市民

参加・議員参加・職員参加を中心とした「武蔵野市方式」と呼ばれる計

画策定に取り組み、半世紀にわたり市政運営の基本理念に市民自治を

掲げ、長期計画を軸とした総合的・計画的な行政運営を進めてきまし

た。緑のネットワークづくりや、公共施設の整備、福祉・教育の充実、

コミュニティづくりなど、これまで本市が培ってきた市民自治と計画

行政の取組みが、現在の暮らしやすいまちの姿につながっています。

　このたび、令和７（2025）年度からの５年間を計画期間とする第六期

長期計画・第二次調整計画を、武蔵野市方式で策定しました。本計画

は、令和５（2023）年12月の選挙で市民の皆さまとお約束した市長公

約との整合性を図るため、第六期長期計画・調整計画から読み取るこ

とが難しいテーマ、計画期間及び財政計画に絞って策定し、それ以外

の内容は第六期長期計画・調整計画を引き継ぐものです。

　策定にご尽力いただいた第六期長期計画・第二次調整計画策定委員

の皆さま、ご意見・ご提案をお寄せいただいた市民の皆さまや、関係

の方々には心より感謝申し上げます。本計画を実行するにあたり全力

を尽くしてまいります。引き続き、皆さまのご理解とご協力を賜りま

すようお願いいたします。ともに助け合い励まし合いながら、誰もが

安心して暮らし続けられる魅力と活力があふれるまちを目指していき

ましょう。
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